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　10月２日、会染小で運動会が行われました。

子どもたちが自ら案を出しあって計画した運動会

で、グラウンドには子どもたちの応援と歓声が響

き渡っていました。

会染小で元気な歓声

日本一美しいまちを目指します
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令和２年度　決算報告
　令和２年度の決算がまとまり、９月議会定例会で承認されました。町民の皆さんに納めていただいた税
金や国から交付された地方交付税などがどのように使われたか、また、池田町の財政状況はどうなってい
るかなど概要をお伝えします。
※増減は令和元年度と比較したものです。

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
65
億
５
０
２
８
万
円
（
５
・
９
％
増
）
、
歳
出
が

64
億
９
２
４
３
万
円
（
７
・
２
％
増
）
で
、
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
分
を
除
く
実
質
収
支
は

４
０
８
３
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
は
無
し

　

町
税
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
町
民
税
（
法
人
分
）

が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
７
９
１
万
円
の
減
（
△
０
・
８
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

繰
入
金
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
や
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
等

の
大
型
事
業
終
了
に
よ
り
、
基
金
か
ら
の
繰
入
を
抑
え
た
た
め
５
億
１
４
８
６
万
円

の
減
（
△
87
・
1
％
）
で
す
。
な
お
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
基
金
繰

入
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
８
６
２

７
万
円
の
増
（
＋
４
・
３

％
）、国
庫
支
出
金
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
実
施

し
た
特
別
定
額
給
付
金

事
業
や
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
事
業
等
に
よ
り
、

11
億
２
４
８
７
万
円
の
増

（
＋
２
２
９
・２
％
）、財
産

収
入
は
、土
地
開
発
公
社

解
散
に
伴
う
残
余
金
を

引
き
受
け
た
こ
と
な
ど

で
３
８
５
８
万
円
の
増

（
＋
２
３
３
・
４
％
）と
な

り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
区
分

し
、
特
定
の
収
入
と
支
出
で
経
理
を
行

う
会
計
で
す
。
令
和
２
年
度
は
す
べ
て

の
特
別
会
計
で
黒
字
で
し
た
。

1 一般会計

歳入

3 特別会計

歳入総額 65億5,028万円

町税
9億4,719万円
14.5%

町税
9億4,719万円
14.5%

使用料
および
手数料
7,389万円
1.1%

使用料
および
手数料
7,389万円
1.1%

地方交付税
21億448万円
32.1%

地方交付税
21億448万円
32.1%

国庫支出金
16億1,575万円
24.7%

国庫支出金
16億1,575万円
24.7%

県支出金
3億9,177万円
6.0%

県支出金
3億9,177万円
6.0%

町債
6億2,760万円
9.6%

町債
6億2,760万円
9.6%

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源
※２依存財源　国や県から交付される財源など

自主財源
15億633万円
23.0%

自主財源
15億633万円
23.0%

※1

依存財源
50億4,395万円
77.0%

依存財源
50億4,395万円
77.0%

※2

（　　　）（　　　）
その他
繰入金、繰越金、
諸収入など
4億8,525万円
7.4%

その他
繰入金、繰越金、
諸収入など
4億8,525万円
7.4%

（　　　）（　　　）
その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億435万円 4.6%

その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億435万円 4.6%

会計名 歳入額 歳出額 差引額
後期高齢者医療特別会計 1億4,915万円 1億4,901万円 14万円 
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1,036万円 1,024万円 12万円 
工 場 誘 致 等 特 別 会 計 609万円 0万円 609万円 

会計名 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険
特 別 会 計

10億8,521万円 10億8,182万円 339万円
自営業の方や他の医療保険に加入されない方のた
めの医療保険給付、特定健診等の保健事業の実施
●被保険者：2,305 人（1,505 世帯）
●保険給付の状況：7 億 9,149 万円
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多
額
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

人
件
費
は
、国
の
制
度
改
正
に
よ

り
臨
時
職
員
が
会
計
年
度
任
用
職
員

に
な
り
、物
件
費
だ
っ
た
臨
時
職
員

の
給
与
が
人
件
費
に
計
上
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、２
億
５
６
６
２
万

円
の
増（
＋
35
・
９
％
）、補
助
費
等
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
連
で

給
付
金
給
付
や
商
品
券
発
行
を
行
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
16
億
３
５
４
１
万

円
の
増（
＋
１
７
１
・
７
％
）、普
通

建
設
事
業
費
は
、大
型
事
業
の
終
了

等
に
よ
り
10
億
１
０
４
６
万
円
の
減

（
△
63
・
２
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、下
水
道
事
業
は
令
和
２
年

度
か
ら
公
営
企
業
化
し
た
こ
と
で
、

従
来
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

は
負
担
金
と
し
て
計
上
し
た
た
め
、

繰
出
金
は
２
億
３
２
６
０
万
円
の
減

（
△
35
・
４
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

公
営
企
業
会
計

は
、
独
立
採
算
が

原
則
で
、
民
間
企

業
と
同
様
に
事
業

収
益
で
運
営
す
る

会
計
で
す
。

　

水
道
事
業
の
ほ

か
に
令
和
２
年
度

か
ら
は
下
水
道
事

業
が
加
わ
り
、
ど

ち
ら
も
黒
字
で
し

た
。

2 一般会計

歳出

4 公営企業会計

歳出総額 64億9,243万円

民生費
13億7,940万円
21.3%

民生費
13億7,940万円
21.3%

総務費
18億3,994万円
28.3%

総務費
18億3,994万円
28.3%

公債費
5億9,388万円

9.2%

公債費
5億9,388万円

9.2%

衛生費
5億8,706万円
9.0%

衛生費
5億8,706万円
9.0%

土木費
5億856万円
7.8%

土木費
5億856万円
7.8%

教育費
4億7,847万円
7.4%

教育費
4億7,847万円
7.4%

農林水産業費
4億2,919万円 6.6%
農林水産業費
4億2,919万円 6.6%

商工費
3億9,490万円
6.1%

商工費
3億9,490万円
6.1%

消防費
1億7,543万円
2.7%

消防費
1億7,543万円
2.7%

議会・労働・災害復旧費
1億560万円 1.6%
議会・労働・災害復旧費
1億560万円 1.6%

人件費
9億7,107万円
15.0%

人件費
9億7,107万円
15.0%

公債費
5億9,388万円
9.1%

公債費
5億9,388万円
9.1%

扶助費
4億6,568万円
7.2%

扶助費
4億6,568万円
7.2%

補助費等
25億8,790万円
39.9%

補助費等
25億8,790万円
39.9%

維持補修費
3,458万円  0.5%
維持補修費
3,458万円  0.5%

物件費
6億7,015万円
10.3%

物件費
6億7,015万円
10.3%

繰出金
4億2,500万円
6.5%

繰出金
4億2,500万円
6.5%

積立金
1億2,088万円
1.9%

積立金
1億2,088万円
1.9%

普通建設事業費
5億8,959万円 9.1%
普通建設事業費
5億8,959万円 9.1%

災害復旧事業費
3,370万円 0.5%
災害復旧事業費
3,370万円 0.5%

性質別目的別

義務的経費
20億3,063万円
31.3 %

義務的経費
20億3,063万円
31.3 %

投資的経費
6億2,329万円

9.6%

投資的経費
6億2,329万円

9.6%

その他の経費
38億3,851万円
59.1%

その他の経費
38億3,851万円
59.1%

会計名 事業収益 事業費用 差引利益
水 道 事 業 会 計 2億3,001万円 1億5,073万円 7,928万円
下水道事業会計 4億7,321万円 4億5,318万円 2,003万円

総務費
コ 特別定額給付金給付事業 9億8,190万円

公民館跡地ミニ公園整備事業 6,833万円
移住定住補助金 6,200万円

民生費
介護給付訓練等給付費 2億3,816万円

コ 子育て世帯応援・学生応援臨時給付金給付事業 1,415万円
衛生費

穂高広域施設組合新ごみ処理施設建設負担金 3億4,090万円
土木費

道路改良事業 1億4,584万円
道路橋梁維持費 4,825万円
下水道事業会計負担金 2億4,670万円

教育費
池田松川施設組合負担金（給食センター分） 8,307万円

コ 小中オンライン学習端末整備事業 3,759万円
農林水産業費

農地耕作条件改善事業 7,841万円
会染西部地区ほ場整備事業負担金 6,738万円

商工費
コ 町内利用商品券（イケスマ）の発行 1億9,722万円
コ 中小企業経済対策支援金 4,199万円
消防費

北アルプス広域連合常備消防費負担金 1億4,042万円

コ…新型コロナウイルス感染症対策事業

令和２年度の主な事業
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5 町 債

6 基 金

町
民
１
人
あ
た
り
の

町
債
の
残
高
は
98
万
円

　

町
債
に
は
、
財
政
負
担
の
平

準
化
と
世
代
間
の
負
担
公
平
を

図
る
と
い
う
２
つ
の
機
能
が
あ

り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
決
算
の
町
債

（
借
金
）
の
残
高
は
、
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会

計
合
わ
せ
て
94
億
６
２
９
７
万

円
で
す
。
町
民
１
人
当
た
り
に

換
算
す
る
と
約
98
万
円
に
な
り

ま
す
。
（
令
和
３
年
３
月
31
日

現
在
人
口
９
６
２
３
人
で
算

出
）

　

過
去
５
年
間
の
推
移
を
み
る

と
、
一
般
会
計
は
近
年
の
大
型

事
業
等
の
実
施
に
よ
り
、
多
額

の
借
り
入
れ
を
し
た
た
め
残
高

は
増
え
て
い
ま
す
が
、
全
体
で

は
毎
年
２
億
円
前
後
減
少
し
て

い
ま
す
。

基
金
残
高
は
14
億
２
千
万
円

　

基
金
は
経
済
の
急
激
な
変
化
で

大
幅
な
税
収
減
に
見
舞
わ
れ
る
、

あ
る
い
は
災
害
が
発
生
す
る
な
ど

と
い
っ
た
思
わ
ぬ
支
出
、
多
額
の

経
費
が
か
か
る
公
共
施
設
の
整
備

な
ど
の
特
定
の
目
的
を
持
っ
て
積

み
立
て
る
「
貯
金
」
で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
財
政
調
整
基
金

は
、
取
り
崩
し
を
行
わ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
３
７
９
１
万
円
の
増
、

特
定
目
的
基
金
は
、
て
る
て
る
坊

主
の
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
増
な

ど
か
ら
４
４
８
１
万
円
の
増
で
、

基
金
全
体
で
は
８
３
７
７
万
円
増

え
、
残
高
は
14
億
２
５
７
６
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
大
型
事
業
等
の
実
施
に

よ
り
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
や

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
た
た

め
残
高
は
右
肩
下
が
り
で
し
た

が
、
令
和
２
年
度
は
や
や
持
ち
直

し
ま
し
た
。

47.7 48.9 49.6 51.8 52億3,009万円52億3,009万円

0.6 0.6 0.5 0.5 4,303万円3.8 2.8 1.9 1.0 4,147万円

51.6 49.5 47.2 44.5 41億4,838万円41億4,838万円

21.8 21.6 21.4 20.7
0

20

40

60

80

100

120

H28 H29 H30 R1 R2

町債残高の推移

一般会計
簡易水道事業特別会計
水道事業会計
下水道事業会計

うち臨時財政対策債※

（年度末）

（億円）

計 94億6,297万円計 94億6,297万円計 97.8計 97.8計 99.2計 99.2計 101.8計 101.8計 103.7計 103.7

19億9,273万円19億9,273万円

※国から交付されるべき地方
交付税の不足分を補うため
に設けられているもので、元
利償還金相当額が全額交付
税措置されます。

※1 公営企業の積立金は含まれていません　※2 国保基金は国保支払準備基金と国保高額医療費資金貸付基金の合計額

8.8 8.3 6.5
4.4 4億8,037万円4億8,037万円

0.70.7 0.90.9
1.11.1

1.11.1 1億1,500万円1億1,500万円

11.711.7 11.011.0

8.58.5

5.75.7 6億753万円6億753万円

1.6 2.0

2.2

2.2 2億2,286万円2億2,286万円

計 22.8 計 22.2

計 18.3

計 13.4
計 14億2,576万円計 14億2,576万円

0

5

10

15

20

25

H28 H29 H30 R1 R2

基金残高※1の推移

財政調整基金 減債基金 特定目的基金 国保基金※2

（億円）

（年度末）

【特定目的基金の内訳】
公 共 施 設 等 整 備 基 金 3億7,358万円
福 祉 基 金 9,727万円
土 地 開 発 基 金 2,189万円
て る て る ぼ う ず
作 詞 者 浅 原 六 朗 基 金 1,885万円

ス ポ ー ツ 振 興 基 金 1,045万円
ふるさと・水と土基金 552万円
て る て る 坊 主 の
ふ る さ と 応 援 基 金 7,285万円

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 472万円
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
感染症対策利子補給基金 240万円
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7 健全化判断比率
資金不足比率

8 経常収支比率

健全化判断比率
「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」は、一般会計等およ
び全会計の合計で黒字となったため比率は表示されません。
「実質公債費比率」は、対前年度比で 0.3 ポイント上昇しまし
た。これは、大型事業などへの投資に係る地方債の元利償還金
が増加したことによるものです。
「将来負担比率」は、将来負担額より充当可能な財源が多かっ
たため表示されません。

資金不足比率
公営企業会計の資金不足割合から経営状況の深

刻度を見る比率です。
すべての会計で資金不足はありませんでした。

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
は
毎
年
度
、
実
質
的

な
赤
字
や
将
来
負
担
に
か

か
る
指
標
（
健
全
化
判
断

比
率
）
と
、
公
営
企
業
ご

と
の
資
金
不
足
率
（
資
金

不
足
比
率
）
を
議
会
に
報

告
し
、
公
表
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
毎
年
経
常
的

に
支
出
さ
れ
る
経
費
（
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
な
ど
）
の
た
め
に
、
町
税
や

普
通
交
付
税
な
ど
の
「
経
常
一
般
財
源
」

と
呼
ば
れ
る
経
常
的
な
収
入
が
ど
れ
だ

け
充
て
ら
れ
た
か
を
示
す
比
率
で
す
。

　

過
去
５
年
間
で
み
る
と
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
今
後
当
面
は
90
％
前
後
で
推
移

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
高
め
る
た
め
に
、
経
常

的
な
経
費
削
減
や
自
主
財
源
確
保
な
ど

が
急
務
で
す
。

［
問
い
合
せ
先
］　

企
画
政
策
課　

財
政
係　

℡（
6
2
）3
1
2
9
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経常収支比率の推移

（年度）

（％）

指標 指標の意味 令和2年度 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実 質 赤 字 比 率 一般会計等の赤字から財政運営の深
刻度を見る比率 ― 15.0% 20.0%

連結実質赤字比率 全会計の合計が赤字の場合算出され
る率で財政運営の深刻度を見る比率 ― 20.0% 30.0%

実 質 公 債 費 比 率 借金の返済額などの大きさから、資
金繰りの危険度を見る比率 12.1% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 一般会計等の負債の残高から、将来
の財政への圧迫度を見る比率 ― 350.0% ―

　近年の大型事業等の実施による町債の借入増加により、実質公債費比率
は右肩上がりとなっています。18％以上で町債の発行に県知事の許可が必要
となり、25％以上で一部の町債発行が制限されます。令和10年度までのシミュ
レーションでは、ピークでも18％は超えない見通しですが、予測を上回ること
のないよう、今後事業導入する際は慎重に判断していく必要があります。

（％）
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0

5

10

15

20

25

30

35

40

H28 H29 H30 R1 R2

財政再生基準（35%）

早期健全化基準（25%）

6.6
8.8 10.4 11.8 12.1

実質公債費比率の推移実質公債費比率の推移

指標 令和2年度 経営健全化基準
簡易水道事業

特別会計 ―
20.0%水道事業会計 ―

下水道事業会計 ―



　

◆
活
動
の
窓
◆

日
々
の
暮
ら
し
に
花
と
ハ
ー
ブ
を

　

10
月
２
日
か
ら
全
５
回
の
連
続
講
座

「
花
と
ハ
ー
ブ
暮
ら
し
塾
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
ハ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ト
レ
ー
ナ

ー
の
会
「
み
ち
く
さ
」
の
方
々
を
講
師

に
、
ハ
ー
ブ
の
基
礎
知
識
を
は
じ
め
、
ハ

ー
ブ
を
使
っ
た
癒
し
と
安
ら
ぎ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
入
れ
方
講
座
で
は
、

様
々
な
ブ
レ
ン
ド
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
、
使

う
ハ
ー
ブ
の
分
量
や
効
能
な
ど
を
味
わ
い

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
心
と
身
体

を
緩
め
、
緊
張
を
ほ
ど
き
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
た
め
の
呼
吸
法
な
ど
を
太
極
拳
を
通
し

て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ハ
ー
ブ
を
お
湯

に
浮
か
べ
、
手
で
触
れ
な
が
ら
そ
の
香
り

と
癒
し
を
愉
し
む
ハ
ー
バ
ル
ハ
ン
ド
バ
ス

を
体
験
し
ま
し
た
。
特
に
ハ
ー
バ
ル
ハ
ン

ド
バ
ス
は
、
見
た
目
の
美
し
さ
と
ハ
ー
ブ

の
心
地
よ
い
香
り
が
大
好
評
で
、
終
始
笑

顔
が
絶
え
な
い
素
敵
な
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
終
回
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
で

は
、
自
然
の
中
で
ほ
っ
と
一
息
つ
く
よ
う

な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
験
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
閉
幕
！　

　

6
月
３
日
か
ら
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

は
、
８
月
12
日
に
最
終
戦
を
終
え
ま
し

た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
７
チ
ー
ム
の
参
加
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

優

勝　

内
鎌
分
館

準
優
勝　

滝
沢
分
館

第
３
位　

堀
の
内
・
東
町

　
　
　
　

三
丁
目
・
四
丁
目
分
館

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

▲ハーブティーの試飲

▲表彰式　内鎌分館の皆さん

　

真
綿
を
つ
め
た
小
座
布
団
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

池
田
町
が
養
蚕
で
栄
え
て
い
た
こ
ろ
、
真
綿
は
身

近
な
存
在
で
、
布
団
や
座
布
団
づ
く
り
は
家
庭
の
手

仕
事
で
し
た
。
昔
な
が
ら
の
座
布
団
づ
く
り
の
基
本

と
コ
ツ
を
学
べ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
講
座
参
加
者
募
集

「
真
綿
と
木
綿
わ
た
で
小
座
布
団
を
つ
く
ろ
う
」

《
日
時
》
11
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時
30
分

《
場
所
》
創
造
館

《
講
師
》
染
織
り
の
会　

宮
嶋
通
江
さ
ん

《
内
容
》
座
布
団
の
縫
い
方
、

　
　
　
　

真
綿
と
木
綿
わ
た
の
使
い
方

《
対
象
》
男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

　
　
　

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

《
募
集
人
数
》
10
人
（
先
着
順
）

《
申
込
方
法
》
電
話
に
て
受
付

《
参
加
費
》
１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

《
持
ち
物
》

・
エ
プ
ロ
ン

・
三
角
巾

・
は
さ
み

※
座
布
団
に
し
た
い
布
を

お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
】

創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

▲ハーバルハンドバス
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公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

クラフトパーク＆創造館だよりクラフトパーク＆創造館だより



「
コ
ネ
ク
ト
展
」
＆
「
ク
ラ
フ
ト
展
」

11
月
３
日
（
水
・
祝
）
か
ら
同
時
開
催
！

【
問
い
合
せ
先
】

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

「
ア
ー
ト
で
つ
な
が
る 

北
ア
ル
プ
ス
の
里
コ
ネ
ク
ト
展
」
は
、
北
ア
ル

プ
ス
山
麓
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
美
術
愛
好
家
に
よ
る
初
の
合
同
展
で
す
。

池
田
美
術
協
会
、
大
町
美
術
会
、
松
川
村
美
術
会
の
会
員
の
作
品
を
中
心

に
、
多
様
な
ア
ー
ト
作
品
約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
「
繋
が
る
（
コ
ネ

ク
ト
）
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
作
家
同
士
が
繋
が
る
こ
と
で
多
様
な
表

現
を
知
り
、
互
い
に
刺
激
し
あ
い
創
作
意
欲
を
高
め
、
ま
た
、
新
た
な
交
流

や
連
携
を
通
じ
て
地
域
の
芸
術
文
化
の
向
上
と
活
性
化
へ
寄
与
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
開
催
の
「
信
州
池
田
ク
ラ
フ
ト
展
」
は
北
ア
ル
プ
ス
地
域
で
活
躍
す

る
ク
ラ
フ
ト
作
家
の
作
品
を
展
示
、
販
売
し
ま
す
。
陶
芸
、
版
画
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
、
生
活
を
彩
る
作
品
に
出
会
え
ま
す
。

《
会　
　

期
》
11
月
３
日（
水
）～
12
月
10
日（
金
）

《
休
館
日
》
月
曜
日

《
開
館
時
間
》
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　

（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

《
会　
　

場
》
企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ
／
ロ
ビ
ー

《
観
覧
料
》
入
場
無
料

▲「信州池田クラフト展」

　

当
館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
臨
時
休

館
や
開
館
時
間
の
短
縮
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
や
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
諸
注
意
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://navam

.jp

）
に

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆ 11 月の休館日　１・８・15・22・29・30 日

（30 日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

絶滅危惧動作図鑑 ありがとうのうたをうたえば7.5 グラムの奇跡 

その他の新着書
Ｎ	 道尾秀介
舞風のごとく	 あさのあつこ
ミカエルの鼓動	 柚月裕子
輝山	 澤田瞳子
焚火の作法	 寒川一　
砂に埋もれる犬	 桐野夏生
家で編みもの	 朝日新聞出版
ゴリラさんは	 北村裕花
よあけ	 あべ弘士

あかずの扉の鍵貸します　谷瑞恵
オリンピックにふれる　吉田修一
野菜はやわらかく煮るほどおいしい

飛田和緒
解きたくなる数学　佐藤雅彦　他
アフガニスタンを知るための 70 章

前田耕作
めいたんていサムくんとなぞの地図

那須正幹
いないいないにゃあ　　　沖昌之

砥上 裕將 著
（講談社）

国家試験に合格し、
小さな眼科医院で視能
訓練士として働き始め
た野宮。精緻な機能を
持つ「目」を巡る、心温
まる連作短編集。

藪本 晶子 著
（祥伝社）

チャンネ ルを回 す、
テレビをたたく、…など、

「最近、あの動き しな
くなったね」という 100
種類の動作をイラスト
で解説します。

エミリー・グラヴェット え
マイケル・モーバーゴ さく

すぎた ななえ やく 
（小学館）

生き物たちが歌う『地球に
感謝するありがとうの歌』が鳴
り響き、喜びが世界の隅々ま
で満たされていきました。

☆第75回読書週間 ☆
10月27日(水)～11月9日(火)

期間中、本を借りていただいた方に、松本山雅 FC
ホームタウン特製しおりをさしあげます。

また、11 月 6 日 ( 土 )・7 日 ( 日 ) の両日、図書館ま
つりを開催します。楽しい企画を用意しておりますの
で おでかけください！
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道路の安全な通行、除雪作業のため、ご協力をお願いします
　

個
人
所
有
地
か
ら
道
路
へ
草
木
が
張
り
出
し
、
通
行
の
支
障
、
見
通
し
の
妨
げ

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
交
差
点
付
近
で
の
草
木
の
張
り
出
し
は
、
見
通
し
の
妨
げ
に
よ
っ
て
事
故

の
発
生
原
因
と
な
り
え
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
降
雪
の
時
期
を
迎
え
る
と
、
雪
に
よ
っ
て
落
枝
や
倒
木
の
発

生
が
よ
り
一
層
懸
念
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
通
行
や
地
域
の
除
雪
作
業
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
所
有
者
や
土
地
管

理
者
が
法
的
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
者
・
土
地
管
理
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
道
路
際
の
樹
木
の
剪
定
や
畦
畔
の
草

刈
り
な
ど
、
道
路
の
安
全
確
保
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
今
一
度
チ
ェ
ッ
ク
を

お
願
い
し
ま
す
】

①
車
道
、
歩
道
に
草
木
が

張
り
出
し
て
い
な
い
か

②
道
路
の
見
通
し
の
障
害

に
な
っ
て
い
な
い
か
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
標
識

を
隠
し
て
い
な
い
か

③
道
路
へ
の
倒
木
の
恐
れ

が
な
い
か
、
折
れ
た
枝

が
道
路
に
散
乱
し
て
い

な
い
か【

問
い
合
せ
先
】建
設
水
道
課  

建
設
管
理
係	

℡（
６
２
）３
１
３
０
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「
イ
ク
メ
ン
」
が
死
語
に
な
る
日
？

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
間
も
な
い
頃
の
こ

と
。
育
児
に
つ
い
て
身
近
に
相
談
で
き
る

相
手
が
お
ら
ず
、
色
々
な
育
児
関
連
の
本

を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
多
く
が
、
女
性
の

著
者
が
女
性
の
読
者
に
向
け
て
書
い
た
本

で
、
表
紙
は
母
親
と
赤
ち
ゃ
ん
の
イ
ラ
ス

ト
、
文
章
の
主
語
は
「
マ
マ
」
や
「
お
か

あ
さ
ん
」
で
し
た
。
「
マ
マ
が
一
人
で
悩

ま
な
い
よ
う
に
」
「
お
か
あ
さ
ん
が
笑
顔

で
い
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
い
っ
た
具
合

で
、
男
性
で
あ
る
私
は
な
ん
と
な
く
疎
外

感
を
感
じ
た
も
の
で
す
。

積
極
的
に
育
児
を
行
う
男
性
を
「
イ
ク

メ
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

言
葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

た
し
か
15
年
く
ら
い
前
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
女
性
に
は
こ
れ
に
相
当
す
る
呼
び
名

は
な
く
、
子
育
て
を
す
る
男
性
が
特
別
な

も
の
と
し
て
社
会
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

周
囲
を
見
渡
せ
ば
イ
ク
メ
ン
は
こ
れ
ま

で
よ
り
増
え
て
き
た
印
象
で
す
が
、
今
で

も
あ
く
ま
で
イ
ク
メ
ン
で
す
。
子
育
て
に

男
女
の
区
別
が
な
く
、
男
性
の
育
児
が
当

た
り
前
に
な
り
、
イ
ク
メ
ン
と
い
う
呼
び

名
が
死
語
に
な
る
日
が
来
る
と
良
い
で
す
。

（
鈴
木
俊
輔
）

男
女
共
同
参
画　

自
分
ら
し
く
生
き
る

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局℡（

６
２
）２
０
５
８

出
典
：
男
女
共
同
参
画
啓
発
か
る
た

　
　
　
（
長
野
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
い
と
ぴ
あ
）



　

活
動
日
誌

　

10
月
に
入
り
、
い
く
ぶ
ん
落
ち
つ
い
て
き

て
は
い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
は
一
体
い
つ

ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。
移
住
希
望
者
に

池
田
町
に
来
て
も
ら
い
町
を
案
内
す
る
「
移

住
案
内
ツ
ア
ー
」
、
私
た
ち
が
都
市
部
に

出
向
き
、
移
住
相
談
を
行
う
「
移
住
セ
ミ

ナ
ー
」
「
移
住
フ
ェ
ア
」
は
、
こ
と
ご
と
く

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
、

ズ
ー
ム
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
イ
ベ

ン
ト
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り

面
と
向
か
っ
て
相
手
と
話
を
す
る
こ
と
の
意

義
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
「
肌
感
覚
」
っ
て

大
切
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
よ
い

イ
ベ
ン
ト
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
、
模
索
が
続
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
私
が
力
を
入
れ
て

活
動
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
池
田

町
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
が
挙
が
り
ま
す
。

町
内
の
空
き
家
物
件
を
把
握
し
、
所
有
者
等

に
対
し
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を
促
す

通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

の
意
向
が
な
い
場
合
は
、
ど
う
い
っ
た
理
由

が
あ
る
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
同
封
し
て
、

自
治
会
ご
と
の
空
き
家
の
状
況
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　

地
道
な
作
業
が
続
き
ま
す
が
、
私
は
こ
の

一
連
の
作
業
を
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
担
当

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
把
握
し
た
情
報
を

も
と
に
実
際
物
件
を
見
に
行
く
の
で
す
が
、

最
近
で
は
極
力
周
辺
を
歩
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
近
所
を
歩
け
ば
周
り
の
状
況
も
確
認

で
き
る
し
、
何
よ
り
、
ご
近
所
の
方
と
お
話

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
私
は
移
住

者
な
の
で
、
池
田
町
の
細
か
な
路
地
や
、
お

住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
方
々
を
、
多
く
は
知

り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
少
し
奥
に
入
っ
た
だ
け

で
、
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
場
所
に
出
会
う

こ
と
は
新
た
な
発
見
で
、
と
て
も
新
鮮
に
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
方
々
と
お
話
を
す

る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
、
物
件
の
歴
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
交
流
を
通
じ
て
私
の
顔
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
私
な
り
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
の
一
環
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
申
請
が
あ
っ
た
場

合
、
役
場
や
法
務
局
で
物
件
の
情
報
を
収
集

し
、
全
13
社
の
不
動
産
業
者
で
構
成
さ
れ
る

「
池
田
町
空
き
家
等
利
活
用
連
絡
会
」
に
諮

り
、
受
任
す
る
不
動
産
業
者
を
決
め
て
い
き

ま
す
。
個
々
の
不
動
産
業
者
と
話
を
進
め
る

中
で
、
不
動
産
等
の
知
識
と
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
、
常
に
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
専
門
分
野
の
方
々
と

の
出
会
い
や
交
流
も
、
私
に
と
っ
て
大
切
な

財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件

が
、
不
動
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
で
売
り

（
貸
し
）
に
出
さ
れ
、
新
た
な
所
有
者
が
決

ま
っ
た
時
、
空
き
家
に
新
た
な
風
が
吹
き
込

む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
池
田
町
の
空
き
家
の

利
活
用
の
促
進
に
寄
与
す
る
べ
く
、
残
り
少

な
い
任
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
い
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
つ
ぶ
や
き

　

活
動
日
誌
に
力
が
入
っ
て
し
ま
い
、
紙
面

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

空
き
家
を
所
有
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
隣
に
空
き
家

が
あ
り
、
所
有
者
が
遠
く
に
お
住
い
の
ケ
ー

ス
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
た
ま
に
戻
っ

て
き
た
と
き
な
ど
は
「
役
場
に
空
き
家
バ
ン

ク
っ
て
制
度
が
あ
る
ら
し
い
よ
」
と
、
声
を

掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
物
件

の
程
度
や
権
利
関
係
な
ど
で
難
し
い
ケ
ー
ス

も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
一
緒
に
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

川
上　

洋
一

企
画
政
策
課  

移
住
定
住
促
進
係

№ 77

空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
に
つ
い
て

　中古住宅に付随する小規模な

農地も、農業委員会の許可の下、

一緒に売却することが可能です。
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　省エネ・断熱性の
高い家は光熱費が安
く済み、温室効果ガ
ス排出削減にもつな
がります。また、ヒー
トショックになるリス
クも低くなります。
　熱や冷気の 58 ～
78％は窓から侵入す
るため、まずは窓に
対策することが効果
的です。

家の省エネ化
・断熱性

ポ
イ
ン
ト

も
え
る
ご
み
に
混
入
さ
せ
な
い

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
焼
却
す
る
と
、
生
ご
み
な
ど
の
も
え
る
ご

み
に
比
べ
て
１
５
０
倍
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
は
、
商
品
を
包
ん
で

い
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
部
分
や
容
器
・
包
装
部
分
な
ど
の
こ

と
で
基
本
的
に
「
プ
ラ
マ
ー
ク
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。

【
例
】
お
菓
子
・
麺
類
な
ど
の
袋
、
野
菜
な
ど
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
の
容
器
な
ど

　

缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
分
別
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
約
40
％
が
未
分
別
の
ま
ま
、

も
え
る
ご
み
に
出
さ
れ
て
い
る
と
の
デ
ー
タ
も
あ
り
、
他
の
資
源
物
に
比
べ

て
も
え
る
ご
み
へ
の
混
入
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
ず
は
「
プ
ラ
マ
ー
ク
」
が
付
い
た
も
の
か
ら
分
別
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
み

削
減
は
、
ご
み
の
処
理
の
過
程
や
焼
却
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
頃
の
工
夫
を
周
り
の
方
に
も
お
知
ら
せ
し
て
い
た

だ
き
、
ご
み
削
減
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

みんなで実践　ごみ削減！ 今からできる
ゼロカーボン

　

当
町
で
は
平
成
４
年
に
池
田
町
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
を
竣
工
し
、
こ
の
頃

か
ら
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
矢
口
さ
ん
は
自
宅
で

さ
ま
ざ
ま
な
植
物
を
育
て
な
が
ら
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」
づ
く
り
に
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
植
物
を
育
て
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
矢
口
さ
ん
は
「
花
と
ハ
ー

ブ
の
里
」
を
掲
げ
る
割
に
花
が
少
な
い
と
感
じ
、
町
内
に
花
が
継
続
的
に

咲
く
よ
う
に
で
き
な
い
か
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
を
育
て
な
が
ら
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
見
つ
け
た
の

が
、
現
在
矢
口
さ
ん
が
主
に
育
て
て
い
る
ケ
イ
ト
ウ
と
い

う
花
で
す
。
こ
の
花
の
特
徴
は
①
手
間
が
少
な
く
簡
単
に

育
て
ら
れ
る
こ
と
、
②
開
花
期
間
が
８
月
か
ら
10
月
ま
で

と
長
い
こ
と
で
す
。
矢
口
さ
ん
は
「
現
代
は
皆
さ
ん
働
い

て
い
て
、
常
に
忙
し
い
人
が
多
い
。
そ
ん
な
中
で
花
を
増

や
す
に
は
、
手
の
か
か
ら
な
い
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い

と
思
う
。
ケ
イ
ト
ウ
は
時
間
が
な
い
方
で
も
簡
単
に
育
て

ら
れ
て
、
長
い
期
間
花
を
楽
し
め
る
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に

花
を
育
て
る
こ
と
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
思
い
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

矢
口
さ
ん
は
育
て
た
花
の
苗
や
種
を
配
る
活
動
を
し
て

お
り
、
今
年
も
ご
近
所
を
は
じ
め
、
認
定
こ
ど
も
園
、
児

童
セ
ン
タ
ー
、
一
部
の
自
治
会
な
ど
に
２
０
０
０
本
以
上

配
布
し
ま
し
た
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
育
て
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

矢
口  

督す
す
む

　

さ
ん
（
79
）

池田町の話題人をご紹介！

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係	

℡（
６
２
）３
１
２
９

滝
沢

▶
自
宅
前
の
ケ
イ
ト
ウ
畑
に
て
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総
合
教
育
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

　

９
月
21
日
、
今
年
度
１
回
目
の
総
合
教

育
会
議
が
、
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
の
ホ

ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
教
育
会
議
は
全
て
の
自
治
体
で
毎

年
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
首
長
と
教
育
委

員
が
自
治
体
の
教
育
行
政
に
関
す
る
そ
の

時
々
の
重
要
テ
ー
マ
に
つ
い
て
公
開
で
懇

談
を
行
う
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
警

戒
し
、
今
年
も
第
１
回
を
よ
う
や
く
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
広
い
会
場
を

使
用
し
つ
つ
、
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
、
ラ
イ
ブ
お
よ
び
録
画
配
信
を
行
う
初

め
て
の
ス
タ
イ
ル
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
２
つ
。
ま
ず
前
半
は

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
り
、
保

小
中
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
と
、
そ
れ
を

支
え
て
き
た
教
育
委
員
会
の
対
応
に
つ
い

て
の
課
題
や
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

づ
く
り
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
懇
談

し
ま
し
た
。
後

半
は
、
第
２
次

教
育
大
綱
施

行
か
ら
３
年

間
を
振
り
返

り
、
変
化
し
た

こ
と
や
課
題

と
し
て
残
っ

て
い
る
こ
と

を
懇
談
し
、
来

年
度
以
降
へ

期
待
す
る
こ
と
と
、
町
長
と
委
員
が
考
え

る
、
町
と
し
て
教
育
委
員
会
と
し
て
、
今

後
取
り
組
み
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
懇

談
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
も
う
１
回
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
当
日
の
様
子
は
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
込
ん
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

池
田
町
教
育
長　

竹
内　

延
彦

【
問
い
合
せ
先
】学
校
保
育
課	

℡（
６
１
）１
４
３
０

池 田 小 学 校

▲第１回会議で懇談する町長と教育委員

信州池田町学びの郷　霜月だより

教
育
委
員
会
の
情
報
は
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で
読
み

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

信州池田町
学びの郷だより

交流センターかえで
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コ
ロ
ナ
禍
で
も
や
れ
る
こ
と
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

か
ら
、
春
先
、
秋
口
は
特
に
、
校
内
で

の
活
動
も
様
々
な
制
約
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

な
る
べ
く
子
ど
も
た
ち
の
活
動
は
止
め

な
い
よ
う
に
と
、
で
き
る
こ
と
に
精
一

杯
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

６
月　

運
動
会

～
正
々
堂
々
戦
い
全
員
が
金
メ
ダ
ル
～

　

６
月
５
日
に
運
動
会
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
・
６
年
生
の
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｂ

Ａ
Ｌ
Ｌ
」
は
、
練
習
を
し
な
が
ら
自
分

た
ち
で
意
見
交
換
を
し
て
、
よ
り
よ
い

ル
ー
ル
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
。
他
に

も
、
各
種
目
で
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
よ

り
緊
迫
し
た
レ
ー
ス
に
な
る
よ
う
に
な

ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
計
画
通

り
に
運
動
会
が
行
え
た
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

た
１
日
で
し
た
。
雨
で
前
日
準
備
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
日
多
く
の
保

護
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
活
用
し
て
い
ま
す

　

７
月
、
１
人
１
台
の
端
末
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
２
学
期
か
ら
は
各

ク
ラ
ス
で
本
格
的
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
調
べ
学
習
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
授
業
で
の
扱
い
の
幅
も
少
し

ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
活
用
の
幅
が
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

９
月　

稲
刈
り

～
多
く
の
方
に
感
謝
し
て
～

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
５
・
６

年
生
が
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
予
想

以
上
の
収
穫
量
と
作
業
量
の
た
め
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
が
、
一
生
懸
命
作
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
５
月
に
田
植
え

を
し
た
後
、
多
く
の
方
の
お
か
げ
で
こ

の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
脱

穀
や
精
米

を
し
て
、

お
米
を
味

わ
う
の
が

楽
し
み
で

す
。



指定緊急避難場所一覧

地
震

洪
水
計
画
規
模

洪
水
最
大
規
模

土
砂
災
害

地
震

洪
水
計
画
規
模

洪
水
最
大
規
模

土
砂
災
害

○○○ータンセ落集南渋○○○館民公町豊
○×○園育保染会○○○校高業工田池
-○-校学小染会○○○ータンセ幹基目丁一
○×○館民公鎌内○○○校高業工田池

吾妻町ふれあいセンター ○ ○ ○ クラフトパーク ○ ○ ×
○×○校学護養曇安○○○場広村農
-○-校学小染会-○-校学小田池
○×○館民公合和○○○館民公町東
○○○校学小染会○○○場広村農

場市日十-○-校学中瀬高 アグリカルチャーセンター ○ × ○
×○○クーパトフラク○○○館民公目丁二
○×○園育保染会○○○校学中瀬高
-○-ータンセ修研的目多○○○館民公目丁三
○×○ータンセ落集南橋瀬高○○○校学小田池

四丁目ふれあいセンター ○ ○ ○ クラフトパーク ○ ○ ×
○×○園育保染会○○○校学小田池

五丁目基幹センター ○ ○ ○ 多目的研修センター - ○ -
×○○ータンセ幹基山鵜○○○校学中瀬高
○×○園育保染会○○○ータンセ落集内之堀
×○○クーパトフラク○○○校学中瀬高

正科集落センター ○ ○ ○ 多目的研修センター - ○ -
○×○ータンセ落集郷之中○○○校学中瀬高

中島基幹センター ○ ○ ○ クラフトパーク ○ ○ ×
-○-ータンセ修研的目多○○○校学中瀬高

半在家集落センター ○ ○ × 南台コミュニティセンター ○ ○ ×
○×○園育保染会○○○校学小田池
×○○クーパトフラク○○○場広村農

千本木台みんなの家 ○ ○ × 多目的研修センター - ○ -
○○○ータンセ流交津広○○○校学小田池
○○○校高業工田池○○○場広村農

相道寺集落センター ○ ○ × 東山夢の郷コミュニティーセンター ○ ○ ×
×○○館民公盛豊○○○校学小田池
○○○校学小染会○○○場広村農
○○○場広村農×○○ータンセ落集見花
○○○店田池州信グッビ・ザ○○○校学小染会
○○○店田池ヤルツ○○○場広村農

滝沢集落センター ○ ○ × アート梱包運輸株式会社 ○ ○ ○
田･ハーブセンター池駅の道○○○校学小染会 ○ ○ ○

滝の台コミュニティーセンター ○ ○ × 交流センターかえで（注２）
○○○校学小染会
○×○館民公中林
○○○校学小染会
×○○館民公坂渋
○○○校学小染会

坂下農業生活改善施設 ○ ○ ×
○○○校学小染会
○○○館民公中渋
○○○校学小染会

渋南

注
１
参
照

南台

広津

陸郷

地区未指定

中之郷

地区名 指定緊急避難場所

災害事由

内鎌

和合

十日市場

高瀬橋南

鵜山

滝沢
田の入

滝の台

林中

渋坂

坂下

新屋敷
中木戸

千本木台

相道寺

花見

四丁目

五丁目

堀の内

正科

注
１
参
照

中島

半在家
法道

地区名 指定緊急避難場所

災害事由

豊町

一丁目

吾妻町

東町

二丁目

三丁目

○ ○ ○

注 1　洪水最大規模および洪水計画規模（特に×の地区）
で浸水が予想される時は、２階以上の階へ避難可能な池
田小学校・高瀬中学校・会染小学校・多目的研修センター・
アート梱包運輸（株）へ避難すること。
※洪水最大規模とは想定最大規模降雨 741 ㎜ /48h、洪

水計画規模とは計画規模降雨大町ダム下流 234 ㎜ /48h
雨量を想定しています。

注２　帰宅困難者・観光客等専用

指定緊急避難場所および指定避難所を確認してください！
　想定最大規模の降雨時には、避難場所に適さないところがあります。指定緊急避難場所および指定
避難所を確認してください。
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【問い合せ先】総務課  危機管理対策室　℡ 62-3131

①
用
語
の
解
説

・
指
定
緊
急
避
難
場
所

　

被
害
が
差
し
迫
っ
た
状
況
や
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
緊

急
的
に
避
難
し
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
場
所
で
す
（
法
改

正
前
の
一
次
避
難
所
・
避
難
地
）
。
洪
水
、
土
砂
災
害
、
地

震
な
ど
の
災
害
種
別
ご
と
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

・
指
定
避
難
所

　

災
害
の
危
険
性
が
あ
り
避
難
し
て
き
た
方
が
、
災
害
の

危
険
性
が
な
く
な
る
ま
で
の
間
滞
在
す
る
、
ま
た
は
、
災
害

に
よ
り
家
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
方
が
一
時
的
に
滞
在
す
る
場

所
で
す
（
法
改
正
前
の
二
次
避
難
所
）
。
指
定
避
難
所
は
安

全
性
、
有
効
性
を
鑑
み
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
開
設
情
報
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
『
指
定
緊
急
避
難
場
所
一
覧
』
の
見
方

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
は
、
災
害
事
由
に
よ
り
○
の
場
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
洪
水
で
浸
水
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
２
階
以
上
の
階
へ
避
難
可
能
な
池
田
小
学

校
、
高
瀬
中
学
校
、
会
染
小
学
校
、
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
、

ア
ー
ト
梱
包
運
輸
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
区
ご
と
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
表
の
場
所
へ

の
避
難
を
指
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
避

難
場
所
や
災
害
時
の
行
動
を
家
族
で
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

③
レ
ベ
ル
３
（
高
齢
者
等
避
難
）
、
レ
ベ
ル
４
（
避
難
指
示
）

な
ど
の
発
令
の
際
は
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
指
示
し
ま

す
。
た
だ
し
、
災
害
状
況
に
よ
り
避
難
場
所
変
更
の
指
示
も

あ
り
ま
す
。

指定避難所 住所 電話
4213-264252田池校高業工田池1
3402-261-0242田池園育保田池2
1712-261-0123田池校学中瀬高3
6002-261-7713田池校学小田池4

 3202-261-3665染会校学小染会5
6 多目的研修センター 会染5250 62-2066

0294-262-3116染会校学護養曇安7
8055-588-4109染会園育保染会8
5606-260777染会館造創9

10 北アルプス展望美術館 会染7782 62-6600
11 アート梱包運輸株式会社 池田2714 85-0830
12 道の駅池田・ハーブセンター 会染6330-1 62-6200
13 交流センターかえで（注3） 池田3336-1 62-2058

指定避難所一覧（地区指定はありません）

注 3　帰宅困難者・観光客等専用

　

当
消
防
本
部
管
内
で
は
本
年
８
月
末
時
点
で
18

件
の
火
災（
う
ち
池
田
町
０
件
）が
発
生
し
て
い
ま

す
。昨
年
１
年
間
の
発
生
件
数
は
22
件（
う
ち
池
田

町
１
件
）で
し
た
。野
焼
き
、た
き
火
、コ
ン
ロ
、ス

ト
ー
ブ
な
ど
が
出
火
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
が
多

く
、い
ず
れ
も
不
注
意
に
よ
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
暖
房
器
具
な
ど
、火
を
使
う

機
会
が
多
く
な
り
、空
気
も
乾
燥
し
て
き
ま
す
。使

い
始
め
の
暖
房
器
具
や
燃
料
の
取
り
扱
い
な
ど
に

十
分
注
意
し
、火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

住
宅
防
火
の
注
意
点

①
寝
た
ば
こ
な
ど
は
せ
ず
、
た
ば
こ
の
火
は
し
っ

か
り
消
す

②
ス
ト
ー
ブ
の
付
近
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
ず
、
給
油
す
る
と
き
は
火
を
消
す

③
料
理
を
し
て
い
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

離
れ
る
と
き
は
火
を
消
す

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。
行
う

時
に
は
消
火
用
具
の
準
備
を
す
る

⑤
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
設
置
し
、
寝
具
や

カ
ー
テ
ン
な
ど
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
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朝
ま
だ
き
目
覚
め
の
朝
の
ち
ち
ろ
虫	

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
）

赤
ん
坊
の
手
足
に
力
秋
は
じ
め	

横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

は
る
か
よ
り
電
車
の
音
や
秋
深
し	

戸
坂
二
三
子
（
林

　
中
）

香か

を
た
て
て
誰だ

れ

待ま

つ
で
な
く
金き

ん
も
く
せ
い

木
犀	

降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

弁
当
に
ぎ
ゆ
う
ぎ
ゆ
う
詰
め
や
今こ

と
し年

米ま
い	

中
沢

　

恵
（
十
日
市
場
）

母
の
忌
や
萩は

ぎ

美う
つ
くし

き
頃
の
こ
と	

矢
嶋
さ
ほ
子
（
十
日
市
場
）

叱し
っ
せ
き責

に
握
る
拳こ

ぶ
し

や
鵙も

ず

猛た
け

る	

吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

母
の
手
を
借
り
て
糸い

と

繰く

る
夜
な
べ
か
な	

荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

診
断
は
疲
労
骨
折
そ
ぞ
ろ
寒さ

む	

橋
戸

　
利
司
（
南

　
台
）

思
い
出
の
丘
を
め
ざ
し
て
花
野
ゆ
く	

石
原

　
孟

　
（
南

　
台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の

意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合

等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

多世代相談センターだより 「かえでキッズお話広場」をご利用ください
か
え
で
キ
ッ
ズ
お
話
広
場

《
日
時
》
第
２
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
図
書
館
・

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

《
対
象
》
０
～
３
歳
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

《
内
容
》
図
書
館
で
行
っ
て
い
る「
お
は
な
し
で
て

こ
い
」と
同
時
開
催
。絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、友

だ
ち
と
の
交
流
を
深
め
豊
か
な
心
を
育
み
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
、無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

《
目
的
》

①
親
子
の
交
流
の
場

　

同
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
同
士
で
交
流

し
、情
報
交
換
の
場
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

②
情
緒
の
安
定

　

膝
の
上
に
抱
っ
こ
さ
れ
親
子
で
絵
本
の
世
界
を

じ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
で
子
ど
も
達
は
安
心
し
て

想
像
力
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
本
を
読
む
っ
て
楽
し
い
」と
い
う
経
験
が
、読
書

に
親
し
み
を
持
つ
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

　

先
月
号
か
ら
か
え
で
キ
ッ
ズ
遊
び
広
場
と
お
話
広

場
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。お
子
さ
ん
の
好
き
な
こ
と
、

い
ま
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
力
を
付
け
る
た
め
な
ど
お

子
さ
ん
に
合
わ
せ
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

や
す
ら
ぎ
の
郷「
つ
ど
い
の
広
場
」も
平
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
心
掛
け
た
安
全
な
環

境
の
中
で
行
っ
て
い
ま
す
。み
ん
な
で
協
力
し
つ
つ
楽

し
い
場
を
共
有
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認知症の人をみんなで支える町　～映画上映会のお知らせ～
『
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
』
上
映
会

《
日
時
》
11
月
26
日
（
金
）

	

午
前
の
部　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
12
時
10
分

	

午
前
の
部　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
10
分

	

※
上
映
の
30
分
前
に
開
場
し
ま
す
。

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
定
員
》
各
50
人
（
先
着
順
）

《
申
込
方
法
》

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、
健

康
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
氏
名
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
）・
参
加
回
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

《
主
催
》
北
ア
ル
プ
ス
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
、

池
田
町

　

町
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
）
は
令

和
３
年
４
月
時
点
で
39
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
介
護

の
問
題
は
、
も
は
や
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
身
近
な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

１月号掲載俳句募集

はがきに作品 1 点を記入し、
11 月末日までに投稿してくだ
さい。
作品には①地区名②氏名③電話
番号④中学生以下の方は学校名
と学年を明記してください。投
稿多数の場合は、選者により選
考（10 句以内）して掲載しま
す。なお、選者により語句の訂
正等をさせていただく場合があ
りますので、ご了承ください。

■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）

池田町企画政策課
町づくり推進係

　　　　　　　　℡ 62-3129
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町
民
の
皆
さ
ん
と
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
る
一
環
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
持
続
可
能
な
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
共
に
進
め
る
た
め
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
日
時
・
場
所
》

11
月
15
日（
月
）※
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

ホ
ー
ル

11
月
16
日（
火
）
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

１
階
ア
リ
ー
ナ

11
月
19
日（
金
）
創
造
館
多
目
的
ホ
ー
ル

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
８
時
30
分

※
15
日
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
配
信
予
定
。
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
▼

《
内
容
》

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針
、財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
説
明
、意
見
交
換

【
問
】
企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係

℡
（
６
２
）
３
１
２
９

　

長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
育

士
と
し
て
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
就
職
相
談
会
を
開
き

ま
す
。 

　

当
日
来
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
事
前

登
録
す
れ
ば
優
先
的
に
入
場
で
き
ま
す
。

《
日
時
》
11
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

《
場
所
》
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」

《
参
加
事
業
所
》
池
田
町
な
ど
10
事
業
所

《
申
込
》

　

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

申
込
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

《
託
児
》
要
事
前
申
し
込
み

【
問
】
長
野
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
６
（
２
２
６
）
７
３
３
０

　

長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
で
は
県
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
自
然
環
境
保
全
に
つ
い
て
考

え
る
「
令
和
３
年
度
信
州
自
然
講
座
」
と

「
第
７
回
き
ず
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
合
同

開
催
し
ま
す
。
開
催
内
容
や
申
込
方
法
な

ど
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
長
野
県
環
境

保
全
研
究
所
（
℡
０
２
６

（
２
３
９
）
１
０
３
１
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
11
月
23
日（
火
・
祝
）午
後
１
時
～

《
場
所
》
白
馬
村
ウ
イ
ン
グ
21
ホ
ー
ル

《
参
加
方
法
》
長
野
県
在
住
者
限
定
。
事
前

申
込
が
必
要
。
参
加
費
は
無
料
。

《
定
員
》
１
５
０
人
（
先
着
順
）

【
問
】
住
民
課  

環
境
整
美
係

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

　

60
歳
未
満
の
保
険
料
免
除
を
受
け
て
い
な

い
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間 

60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
加
入

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
大
北
支
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
農
業
者
年
金
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
》

①
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高
齢
化

時
代
に
強
い

②
事
務
経
費
は
国
が
負
担
す
る
た
め
、
支

払
っ
た
保
険
料
の
多
く
が
年
金
資
産
の

運
用
に
回
る

③
保
険
料
は
、
全
額
所
得
税
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
る

④
保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円

の
間
で
自
由
に
決
め
ら
れ
る

⑤
一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
保
険

料
に
国
の
補
助
が
あ
る

⑥
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
死
亡
一
時
金
が

あ
る

⑦
受
給
予
定
の
年
金
額
が
支
払
っ
た
保
険
料

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
補ほ

て
ん填
さ
れ
る

【
問
】
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

　

林
中
自
治
会
で
は
、

（
公
財
）
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
の
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業

で
あ
る
「
地
域
活
動
助

成
事
業
」
を
活
用
し
て
、

活
動
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

林
中
自
治
会
で
は
今
後
、
地
域
に
根
差
し

た
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
問
】
企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係

℡
（
６
２
）
３
１
２
９

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

自
然
環
境
保
全
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

保
育
士
復
帰
促
進
セ
ミ
ナ
ー

『
保
育
士
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
』

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
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地
域
活
動
助
成
事
業
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報
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広
報
い
け
だ

℡
０
２
６
１（
6
2
）３
１
２
９　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１（
6
2
）９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

m
achi@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

企
画
政
策
課　

町
づ
く
り
推
進
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３
‐
６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
３
年
10
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
１
年
11
月
号
（N

o.661

）

《

有

料

広

告

欄

》

池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

3 日（水）
池田・松川 西森整形外科 61-1700

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

7 日（日）
池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

14 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 菊地クリニック 21-2580

21 日（日）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 小野医院 22-0047

23 日（火）
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000

大町市内 平林医院 22-2525

28 日（日）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 横澤内科医院 22-0371

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

3 日（水） 平林歯科医院 22-1149

7 日（日） きらり歯科医院 62-0005

14 日（日） 宮下歯科医院 22-0297

21 日（日） 師岡歯科 62-9781

23 日（火） 砂田歯科医院 22-0648

28 日（日） 岡江歯科医院 62-9888

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

3 日（水） すみれ薬局 85-2061

7 日（日） 白樺薬局 62-0010

14 日（日）

池田土屋薬局 61-5021

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

21 日（日） なつめ薬局 85-0536

23 日（火） キムラ薬局 62-5210

28 日（日） 松川とをしや薬局 61-1527

■ 11月の主な行事
期　　日 行　事　名
3 日（水） みんなの文化祭（芸能発表）

6 日（土）
図書館まつり　～7日

池工創立100周年記念式典

■ 11月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号
  3 日（水） （有）みやび設備 090-1869-3352

  6 日（土） （有）三和テクノ 090-1613-9425

  7 日（日） （株）エムケーシステム 090-4464-8147

  13 日（土） （株）巧誠 0263-88-5311

  14 日（日） スザワ設備 85-0833

  20 日（土） 北アルプス総合設備（株） 85-2063

  21 日（日） （有）ニキ設備工事 090-1432-5595

  23 日（火） ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ設備 090-1409-3268

  27 日（土） 光住設 090-4952-9089

  28 日（日） （株）ニイタカ 0263-34-2943

■ 11月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
10月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,596人　（＋1）
　　　男 4,669人　（±0）　　女　4,927人（＋1）
●世帯数 4,054世帯（△1）

■ 11月の納税等
固定資産税③、国保税・後期高齢⑤【納期限 11 月 30 日】
※口座振替日は 11 月 26 日（金）です。前日までに残高の確認をお願いします。


